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八幡堀界隈

知って得して、見て得して、町の歴史

八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
0
年
の
道
の
り

　　

1
5
8
5
（
天
正
13
）
年
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
次
は
秀
吉
よ
り
43

万
石
を
与
え
ら
れ
、
琵
琶
湖
の
東
岸
、
近
江
国
八
幡
山
に
城
を
築
き
、

城
下
町
を
開
町
し
ま
し
た
。
こ
の
築
城
、
町
づ
く
り
は
、
自
由
商
業
都

市
を
目
指
し
て
大
々
的
に
行
わ
れ
、
八
幡
山
の
掘
鑿
、
沼
沢
地
の
埋
立
て
、
上
下
水
道
ま
で

都
市
計
画
と
し
て
整
備
さ
れ
、
碁
盤
上
に
区
切
っ
た
城
下
町
に
居
住
区
を
設
け
て
、
安
土
城

下
な
ど
の
商
人
・
職
人
を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
こ
の
築
城
の
折
に
八
幡
山
周
囲
に
外
堀
と
し

て
八
幡
堀
を
開
削
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八
幡
山
城
を
防
御
す
る
軍
事
的
な
役
割
と
、
当
時

の
物
流
の
要
で
あ
っ
た
琵
琶
湖
の
水
運
を
つ
な
ぐ
運
河
の
役
割
を
兼
ね
備
え
、
東
海
道
と
中

山
道
と
北
国
街
道
が
交
差
す
る
陸
路
交
通
の
要
衝
で
あ
る
地
の
利
も
生
か
し
て
、
八
幡
浦
は

湖
上
三
親
浦
（
他
に
大
津
、
堅
田
）
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
港
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
彦
根
藩
「
直
孝
様
被
仰
付
候
湖
浦
改
書
」

か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
現
在
の
白
雲
橋
を
中
心
に
し
て
西
が
南
津
田

ま
で
の
3
0
0
0
m
あ
ま
り
と
東
側
が
北
之
庄
ま
で
の
1
0
0
0
m

あ
ま
り
の
範
囲
で
、
八
幡
堀
全
体
が
八
幡
浦
の
舟
入
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
江
戸
時
代
の
八
幡
浦
の
丸
子
船
の
隻
数
は
時
期
に
よ

り
変
遷
し
て
い
ま
す
が
、
32
〜
42
隻
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
5
9
5
（
文
禄
４
）
年
、
秀
次
の
自
害
を
受
け
て
八
幡
山
城

は
築
城
か
ら
10
年
足
ら
ず
で
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
下

町
は
商
家
町
と
し
て
存
続
し
、
京
都
・
美
濃
国
・
伊
勢
国
・
若
狭

国
な
ど
の
近
隣
地
域
が
中
心
で
あ
っ
た
行
商
を
、
徐
々
に
活
動
地
域

や
事
業
を
日
本
全
国
に
拡
大
さ
せ
、
中
に
は
朱
印
船
貿
易
を
行
う

者
も
現
れ
、鎖
国
体
制
が
整
え
ら
れ
る
ま
で
は
、安
南
屋
（
ベ
ト
ナ
ム
）

や
暹
羅
屋
（
シ
ャ
ム
）
な
ど
海
外
に
進
出
す
る
商
家
も
あ
り
ま
し
た
。

近
江
商
人
（
八
幡
商
人
）
は
、地
の
利
を
活
か
し
、地
場
産
物
（
畳
表
、

蚊
帳
、
米
、
酒
な
ど
）
を
陸
路
や
水
路
を
利
用
し
て
各
地
へ
搬
出
し
、

各
地
の
産
物
を
持
ち
帰
り
、
再
び
各
地
へ
送
り
出
す
と
い
っ
た
「
諸

国
産
物
回
し
」
と
呼
ば
れ
る
商
法
に
よ
っ
て
、
各
地
の
産
業
振
興
に

貢
献
し
ま
し
た
。
江
戸
中
期
以
降
の
八
幡
は
、
株
仲
間
体
制
の
下
で

発
展
し
、
江
戸
や
大
坂
に
店
を
構
え
、
流
通
業
や
金
融
業
に
乗
り

出
し
、
醸
造
業
を
営
む
者
や
蝦
夷
地
（
現
在
の
北
海
道
）
で
場
所

請
負
人
な
ど
、
近
江
商
人
の
名
は
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
江

商
人
の
商
売
哲
学
「
三
方
よ
し
（
買
い
手
よ
し
、
売
り
手
よ
し
、
世

間
よ
し
）」
は
、
他
国
で
の
商
売
を
通
じ
て
生
ま
れ

た
概
念
で
す
。
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
の

混
乱
で
没
落
す
る
商
人
も
い
ま
し
た
が
、
西
川
産

業
（
大
杉
町
西
川
甚
五
郎
邸
）
の
よ
う
に
社
会
の

近
代
化
に
適
応
し
て
存
続
・
発
展
し
、
今
日
の
大

企
業
の
中
に
近
江
商
人
の
系
譜
を
引
く
も
の
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

八幡堀石畳の小路店by株式会社 カワサキ

好
評
発
売
中 

￥
1,
0
8
0

京街道門前通り商店街京街道門前通り商店街

  観音山願成就寺
近江八幡市小船木町７３－１（天台宗）
　石段を約77段あがると境内は約4万㎡の広
さです。境内に踏み込むと、すぐ前に大きな願
かけねはん岩が目に入ります。左側には木の
中地蔵堂があり、境内には芭蕉の句碑が３ケ
所建っています。
　絵札奉納版には願い事を書いた独特の絵
札が貼られています。本堂、不動堂、社務所、大
師堂、鐘楼などが境内を埋めており、619年
（推古27）に聖徳太子が近江国内に48ケ寺を
建立した際、最後にこの寺を建立したので、願
い成就したとして寺名となったと言われ、本尊
は十一面観音立像（国重文）です。
当初は八幡山日牟禮山麓にありました。
後光厳帝が康安2年（1362）の新年を願成就
寺で迎えたという記録も残っています。
　元亀2年、信長の兵火を怖れた民が仏像・経
蔵を運び出したと大般若奥書の記載されていま
す。天正13年（1585）豊臣秀次が八幡山城築
城に伴って日杉山に移しました。
  地蔵堂
 木の中地蔵で親しまれている鎌倉時代の木
造地蔵菩薩立像（国重文）と平安時代の木造
地蔵菩薩立像（県重文）が安置されています。
天笠渡来の、木の中程を用いて刻まれた地蔵
像であることから、「木の中地蔵」と呼ばれてい
ます。毎年9月23日に開帳されます。
千日法要
  今年は７月４日に「千日法要」午後２時から
（絵札祈願）をされます。パワースポットと言わ
れている観音山願成就寺に行ってみましょう！
近江八幡の木珠の歴史
  聖徳太子が、この地に願成就寺を建立された
とき周辺の村人達に木珠作りを伝授され、ここ
に日本で最初の数珠作りの礎が築かれたと伝
えられています。
　江戸時代になり一般庶民にまで仏教が浸透
すると、さらに近江八幡の木珠作りは盛んにな
り、全国の諸大寺の数珠所となりました。
　先人達によって木珠作りは受け継がれ、
1400年もの時を経た現在でも、その生産量は
全国の7割に上っています。
  （株）カワサキの木珠は[滋賀県伝統的工芸品]
に指定され、現在は希少木材を使用したレア
ウッドビーズアクセサリーも展開しています。

   
 

　
 太古から地中に埋もれていた、非常に希少価値のある神代欅                      
　を使用した念珠。

 

︵
一
財
︶
ハ
�
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団
・﹁
琵
琶
湖
と
人
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
八
幡
堀
﹂
よ
り
抜
粋

　大正～昭和初期頃　勧業館　【所蔵 郷土料理 喜兵衛】大正～昭和初期頃　丸子舟　【所蔵 郷土料理 喜兵衛】　現在の八幡堀 新町

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

『木地師 半兵衛』は、
  カワサキの念珠のオ
  リジナル・ブランド。

裏面も宜しくお願い致します



鯉の煮付けがローストビーフに
100円増しで変られます

（税込み）

西
勝
酒
造

ホテル鳥羽小涌園　
4月1日～7月17日

50名様

1泊朝食付　5,000円　
平日　 夕食オプション

優
待
券

八幡堀にたたずむ古い土蔵（築 170年）のティースペース。 
額縁窓からの季節の眺めは一枚の絵のように、時の流れを忘れさ
せてくれます。 茶楽では、地元野菜をふんだんに盛り込んだ週替
りランチプレート（平日のみ）をご用意。また、地元の作家さん
による手作りの雑貨の販売や、２Ｆスペースは教室・ギャラリー
としてもご利用いただけます。

サマーチーズケーキ（マンゴーと杏仁のチーズケーキ）
・コーヒー・アイスティー・フレッシュハーブ入り馬路産ゆずソーダ
　（いずれかのお飲物とセットで）

￥842～

夏期限定ケーキセット夏期限定ケーキセット

（税込価格）

1 階サロン1階サロン

ことぶき膳　  　￥2,800-（税込）

お誕生日・記念日花束プレゼント（7月の方）  3名様
花王アタック１キロ８個入り　　　15名様
カゴメギフトセット 　　　　　　 10名様

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

夏のご挨拶
お中元
八幡名産
ふるさとギフト

www.hachimanbori.com/

夕
食
・
宴
会
は
一
組
様
の
み
、

六
〜
二
十
名
様
で
承
り
ま
す
。

※
十
八
時
以
降
は
別
メ
ニ
ュ
ー
と

な
り
ま
す
。

（
要
予
約
　
五
、
五
0
0
円
よ
り
）

ひ
む
れ
も
う
で

日

觸

詣
︵
郷
土
料
理
︶

秀
次
御
膳
︵
郷
土
料
理
︶

喜
兵
衛
膳
︵
郷
土
料
理
︶

蒟
蒻
御
膳
︵
赤
こ
ん
に
�
く
︶

喜
兵
衛
弁
当
︵
郷
土
料
理
︶

四
�
五
０
０

三
�
五
０
０

二
�
五
０
０

二
�
五
０
０

一
�
七
０
０

税
抜
き
価
格

ふるさと便近江八幡100％

トマト倶楽部

ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
の
品
を
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X

で
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

締
切
　
６
月
29
日
当
日
消
印
有
効

〒523-087１　近江八幡市新町1丁目8 
営業時間／11：00～14：30 
定 休 日／水曜日　℡ 0748-32-2045

クーポン
特 典

昼
食
メ
ニ
ュ
ー
全
品
、消
費
税
サ
ー
ビ
ス
check

郷土料理

季節の移りかわりを
楽しみ、慈しむ。
季節の移りかわりを
楽しみ、慈しむ。

八
幡
堀
明
治
橋
付
近

地元工芸品や和雑貨が
いっぱいの楽しいお店

クーポン
特 典

check

クーポン
特 典

御
料
理
ご
注
文
の
方
に
珈
琲
サ
ー
ビ
ス

チ
ケ
ッ
ト一枚
で
二
名
様
ま
で
ご
利
用
可
check

クーポン
特 典

check

（クーポンはH27年８月末迄有効です）

葦が食べられるお店
¥800

〒523-0862　近江八幡市仲屋町中7
営業時間／10：30～17：00 
定 休 日／火曜日　℡ 0748-32-2054

お
買
い
も
の
さ
れ
た
方
に

葦
は
が
き
プ
レ
ゼ
ン
ト

ヨシアイス
ヨシせんべい
ヨシクッキー
葦紙製品各種

赤こんにゃく・丁字麩のからし酢味噌和え・小エビ佃煮付き

（税込価格）

酒游舘のサロンでは西勝
酒造の銘酒はもちろん、
永年伝承されてきた郷土
料理、酒の仕込み用水で
点てた抹茶やコーヒーな
どが楽しめます。

冷　ジュレの冷製葦うどん喫
茶
コ
�
ナ
�

このチラシを持って、八幡堀界隈のお店へ行こう！このチラシを持って、八幡堀界隈のお店へ行こう！

8月25日
8月31日
〜

夏
季
限
定
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト

10
％
O
F
F
一
回
四
名
様
ま
で

クーポン
特 典

喫
茶
１０
パ
ー
セ
ン
ト
Ｏ
Ｆ
Ｆ

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
除
く

check

文久3年（1863年）に創業以来、でっち羊羹、
ういろ餅、季節の和菓子を製造販売している
和た与がお届けする新感覚カフェ

八幡堀
石畳の小路
八幡堀
石畳の小路

休　　館

裏面も宜しくお願い致します

・
近
江
牛
す
き
や
き

・
和
風

　
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼

・
赤
の
他
人
丼 

一
、二
〇
〇
円

　（
税
込
一
、二
九
六
円
）

二
、二
〇
〇
円

　（
税
込
二
、三
七
六
円
）

三
、二
〇
〇
円

　（
税
込
三
、四
五
六
円
）

〒523-0837　近江八幡市大杉町24 
営業時間／11：00～17：00 （16：30 LO）
定 休 日／水曜日　℡ 0748-32-5533

クーポン
特 典

お
食
事
さ
れ
た
方
に
、ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク（
ウ
ー
ロ
ン

茶
／
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
／
コ
ー
ラ
）　
１
杯 

サ
ー
ビ
ス
check

［トマトカード番号記入をお願いします］

喜兵衛膳

〒523-0837　近江八幡市大杉町30-1
営業時間／10：00～16：00 （土日祝17：00）
定 休 日／水曜日　℡ 0748-36-5115

〒523-0837　近江八幡市大杉町12
営業時間／11：00～17：30 （17：00 LO）
定 休 日／火曜日（祝営業）℡ 0748-32-5295

〒523-0881　近江八幡市佐久間町17-1
営業時間／11：00～17：00 
定 休 日／月曜日　℡ 0748-47-7980

＊魅力再発見！秘蔵コレクションとの遭遇　滋賀県立近代美術館　７月20日迄　30名様
＊岡本太郎の言葉とともに展　滋賀県立陶芸の森陶芸館　　          ９月23日迄　25名様
＊近代日本画　富士山名品展　京都伊勢丹「えき」　　　               ７月20日迄　20名様
＊北大路魯山人の美和食の天才　京都国立近代美術館　　             ８月16日迄　  ５名様

＊山本読書室の世界　スクラップブック　10名様
＊自分史づくり　スクラップブック　　   10名様
＊なんでもスクラップ帳 ｠｠｠｠｠｠｠｠｠｠｠｠｠｠｠ 10名様
＊京都新聞オリジナル  トートバック白　 50名様

※７月６（月）～９（木）は夏季休業です

●和た与のいっぷく
　　　　　￥７００

●朝宮ほうじ茶パフェ
　　　　　　￥８４０


